
別紙１

令和７

目標値
（9年3月時点）

令和７年度　構成事業

①
若葉駅西口駅前多
世代間交流公園整
備事業

ハード
ソフト
間接補

令和８年度　構成事業

①
少子化対策及
び健康増進事
業

ハード
ソフト
間接補

成 果 指 標

ワークショップ終了時点での参加者アンケートでは、公園整備に寄せる期待の声が多
く、その意見を反映した整備を行えば、成果指標の達成は十分見込まれる。また、完成
後に実際に児童館のイベント会場として利用してもらうことは、目標達成に寄与するも
のである。

成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

公園整備に関心がある地域住民が参加したワークショップにて、意見募集を行った。参
加者の満足度を高めるべく、ワークショップの内容を設計に反映した公園整備を行う。

構成事業名

62,653合計

62,653

事業費（千円）概要・成果指標との関連性

ワークショップの開催により、近隣住民や児童館の利用者と一緒になって地域の公園のあり
方を検討し、その成果を反映した公園の整備を行う。幅広い年齢層から意見を寄せてもらう
ことで、子どもから高齢者まで多世代間交流の拠点として、地域に愛着を持って利用しても
らえる公園を整備する。

年間利用者数 ( 目 標 )
（ 人 ）

（成果を検証する指標）

　令和6年度に開催したワークショップの参加者等に対し、アンケート調査を実施する。

（上記の指標を設定した理由）

　公園整備に関心を持つワークショップ参加者に加え、公園を活用したイベント参加者など
を対象に調査をすることで、整備効果及びワークショップの事業効果を検証し、今後の事業
に活用するため。

0% 70%

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

事業期間

現状値
（6年12月現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

　ワークショップ参加者等の満足度
（成果検証の具体的な方法）

　若葉駅西口土地区画整理事業によって創出された、駅前の公園予定地（2,977㎡）につい
て、公園づくりワークショップの成果を反映した整備工事を行う。
　今年度開催した公園づくりワークショップには、近隣住民、近隣児童館職員及び利用者な
ど、小学校低学年から70代まで延べ40名の方にご参加いただき、高齢者の憩いや健康づく
り、災害時の拠点、子どもたちが走り回って遊べる場所など、この公園に求められる姿につ
いて意見を出し合った。
　こうした意見を設計に反映し、公園を拠点とした少子化対策に資する事業や高齢者の健康
づくりに資する事業を展開することで、市の総合戦略に定めた指標の達成を図る。
　併せて、整備後も引き続き児童館と連携し、イベントなどで公園を活用してもらうこと
で、ワークショップに参加した子どもたちや保護者に、公園への愛着の形成やシビックプラ
イドの醸成を促すとともに、本公園整備を今後の公園整備へのモデルケースとすることで、
公園を核とした地方創生に取り組んでいく。

年度年度 ～令和７

【成果指標と構成事業の関連性】

事業の必要性、目的

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

子育てふれあい駅前公園づくり事業提案事業名

令和６成果指標設定年度

市町村名 鶴ヶ島市

整備した本公園を拠点とし、第３期鶴ヶ島市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る事業を
展開することで、少子高齢化への対策や高齢者の健康増進につなげていく。 0

合計 0

構成事業名 概要・成果指標との関連性 事業費（千円）

ソフト事業のみ ハード事業を含む


